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聖霊降臨節第 9 主日／平和聖日合同礼拝／聖餐式   No. 31 
 

主日礼拝 

 

前奏 ｢MEMORIAM｣ (T.タマリ) 
 

｢平和の鐘｣の点鐘 

1945年 8月 6日、爆心地からわずか 800 ﾒｰﾄﾙの場所に

あった広島流川教会の旧会堂は、被爆しました。被爆直

後、被爆し燃え残った木材で｢被爆十字架｣を作成しま

した。1995 年、被爆 50 年の年から私たちは、礼拝堂前

に｢被爆十字架｣をかかげ、被爆した鐘を礼拝堂横に設

置し、平和への祈りを重ねています。 
 

ヒロシマ、ナガサキ、そして全世界の被爆者が負わされた

重荷を、主が共に担ってくださり、世界で被爆者が二度と

生み出されないようにと祈りつつ鐘をつきます。 

点鐘者：近藤 紘子さん（被爆者代表） 
 

原子爆弾により、そして戦争によって多くの人々の命が

奪われました。その人々につながる家族、親族など愛す

る者を失った遺族のうえに主の慰めと平安があるよう

に祈りつつ鐘をつきます。 

点鐘者：山野上 純子さん（被爆死没者、戦没者遺族代表） 
 

私たちが二度と原子爆弾の使用を許さず、平和を創造し

続けるために、ヒロシマ、そして広島流川教会の経験を次

の世代に伝えることができる時、主が平和な未来を子ど

もたちに備えてくださることを信じて、子どもがつく鐘

を聞きます。 

点鐘者：平和の子どもたち代表 
 

私たちは、平和の主を信じる群れとして、誠実に歴史と向

き合い、平和を実現するために世界の教会と祈りを合わ

せ、世界の子どもたちとあなたを信じて歩む決意のしる

しとして、被爆を今へと伝えるこの鐘をつきます。 

点鐘者：向井 希夫 牧師（広島流川教会） 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

賛美 490「かみさまに感謝」 

 
 

リタニー「神さまの平和を祈る」 
 

司式者：神さま 世界のたたかいやあらそいの場所に 

みんな：神さまの平和を祈ります 

司式者：たたかいで傷ついた場所を 

みんな：神さまの平和で満たしてください 

司式者：あらそいで悲しみが生まれた場所を 

みんな：神さまの平和で満たしてください 

司式者：大切なものが失われて、涙が流れる場所を 

みんな：神さまの平和で満たしてください 

司式者：怒り、憎しみ、ねたみを捨てられない人の心が 

みんな：神さまの平和で満たされますように 

司式者：イエスさまの み名によって 

一緒に：アーメン 
 

賛美 これさん）0821 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り・讃美歌 ６２ こ)１９ 

         先唱：鶴田 さと 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

聖書朗読 こどもたち 

エフェソの信徒への手紙 5：14～16 
新約（新共同訳）p358 

 

14 明らかにされるものはみな、光となるのです。

それで、こう言われています。 

「眠りについている者、起きよ。 

死者の中から立ち上がれ。 

そうすれば、キリストはあなたを照らされる。」 

15 愚かな者としてではなく、賢い者として、細か

く気を配って歩みなさい。 16 時をよく用いなさい。

今は悪い時代なのです。 
 

聖歌隊 ｢地には平和｣ 指揮：福原 之織 
 

説教  ｢隔ての壁をこえて｣ 
 

賛美 こ)34-1 ｢ｷﾘｽﾄのへいわ｣(手話有) 

 
 

こどもたちの祝福・派遣 
 

聖餐式 81「主の食卓を囲み」 

(配餐前 1,2 節、後 3 節) 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

賛美 371「この こどもたちが」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 
 

後奏 ｢地には平和｣によるメディテーション 

(T.タマリ) 
 

司 式：光成 由樹 説 教：向井 希夫牧師 

奏 楽：玉理 照子 助 餐：袁 紅、要田 悟史 
 


